福知山市 (ふくちやまし)障害者 (しょうがいしゃ)計画 (けいかく)、第7期 (だい　き)福知山市 (ふくちやまし)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)及び (および)第3期 (だい　き)福知山市 (ふくちやまし)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
に関する (かんする)意見 (いけん)募集 (ぼしゅう)（パブリックコメント）結果 (けっか)について
市民 (しみん)の皆様 (みなさま)からご意見 (　いけん)を募集 (ぼしゅう)しました。その結果 (けっか)を下記 (かき)のとおり公表 (こうひょう)します。
１　募集 (ぼしゅう)期間 (きかん)　令和 (れいわ)5年 (ねん)12月 (がつ)26日 (にち)（火 (か)）～ (から)　令和 (れいわ)6年 (ねん)1月 (がつ)25日 (にち)（木 (もく)）
２　提出者数 (ていしゅつしゃすう)　3名 (めい)（１０件 (けん)）
３　御意見 (ごいけん)の概要 (がいよう)及び (および)御意見 (ごいけん)に対する (たい)市 (し)の考え方 (かんがえかた)

	番号 (ばんごう)
	御意見 (ごいけん)
	市 (し)の考え方 (かんがえかた)
	計画 (けいかく)の修正 (しゅうせい)

	1-1
	概要版 (がいようばん)　P4　本編 (ほんぺん)　P49　生活 (せいかつ)支援 (しえん)について　3段 (だん)落目 (らくめ)「法人 (ほうじん)・事業所 (じぎょうしょ)アンケート調査 (ちょうさ)では、充分 (じゅうぶ)な (ん)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスを提供 (ていきょう)するための福祉 (ふくし)人材 (じんざい)の確保 (かくほ)は深刻 (しんこく)になっています。」　　
本編 (ほんぺん)の内容 (ないよう)から「法人 (ほうじん)・事業所 (じぎょうしょ)アンケート調査 (ちょうさ)によると、充分 (じゅうぶん)な障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスを提供 (ていきょう)するための福祉 (ふくし)人材 (じんざい)の確保 (かくほ)・定着 (ていちゃく)が深刻 (しんこく)な課題 (かだい)となっています」としてはいかがでしょうか。
	法人 (ほうじん)・事業所 (じぎょうしょ)アンケート調査 (ちょうさ)結 (けっ)果 (か)
においては、福祉 (ふくし)人材 (じんざい)に係る (かか)課題 (かだい)として、「人材 (じんざい)の確保 (かくほ)・定着 (ていちゃく)」、次いで (つ)「人材 (じんざい)　の育成 (いくせい)」が深刻 (しんこく)な課題 (かだい)となっているため、障害者 (しょうがいしゃ)計画 (けいかく)では、福祉 (ふくし)人材 (じんざい)の確保 (かくほ)・育成 (いくせい)・定着 (ていちゃく)に向けた (む)取組 (とりくみ)を進めて (すす)いくこととしております。ご意見 (　いけん)を参考 (さんこ)に (う)表現 (ひょうげん)を修 (しゅう)正し (せい)ます。
	〈 (（)表現 (ひょうげん)の修正 (しゅうせい)〉 (）)
「法人 (ほうじん)・事業所 (じぎょうしょ)アンケート調査 (ちょうさ)によると、充分 (じゅう)な (ぶん)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスを提供 (てい)する (きょう)ための福祉 (ふくし)人材 (じんざ)の (い)確保 (かくほ)･育成 (いくせい)･定着 (ていち)が (ゃく)深刻 (しんこく)な課題 (かだい)となっています。」に (し)修正 (ゅうせ)し (い)ます。

	番号 (ばんごう)
	御意見 (ごいけん)
	市 (し)の考え方 (かんがえかた)
	計画 (けいかく)の修正 (しゅうせい)

	1-2
	概要版 (がいようばん)P7　本編 (ほんぺん)P54　見出し (みだ)　「①障害 (しょうがい)や障害 (しょうがい)のある人 (ひと)への啓発 (けいはつ)・理解 (りかい)促進 (そくしん)」
本文 (ほんぶん)の内容 (ないよう)から「障害 (しょうがい)や障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の特 (とく)性 (せい)に関する (かん)啓発 (けいはつ)・理解 (りかい)促進 (そくしん)」が妥当 (だとう)な表現 (ひょうげん)ではないでしょうか。


	「①障害 (しょうがい)や障害 (しょうがい)のある人 (ひと)への啓発 (けいはつ)・理解 (りかい)促進 (そくしん)」については、障 (しょう)害 (がい)のある人 (ひと)の特性 (とくせい)も含めた (ふく)、障害 (しょうがい)のある人 (ひと)が社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)を営む (いとな)うえでの障壁 (しょうへき)や配慮 (はいりょ)など、広く (ひろ)障害 (しょうがい)のある人 (ひと)について知る (し)ことなどを指して (さ)います。
　ご意見 (　いけん)を参考 (さんこう)に表現 (ひょうげん)を修正 (しゅうせい)します。
	〈 (（)表現 (ひょうげん)の修正 (しゅうせい)〉 (）)
「障害 (しょうがい)や障害 (しょうがい)のある人 (ひと)についての啓発 (けいはつ)・理解 (りかい)促進 (そくしん)」に修正 (しゅうせい)します。

	1-3
	概要版 (がいようばん)P8　本編 (ほんぺん)P56　地域 (ちいき)生活 (せいかつ)拠点 (きょてん)等 (とう)の図表 (ずひょう)について
本編 (ほんぺん)と縦横比 (たてよこひ)が異なり (こと)、解像度 (かいぞうど)も低い (ひく)ようで読 (よ)みづらくなっています。同じ (おな)図 (ず)であれば本編 (ほんぺん)と合 (あ)わせたほうが良い (よ)ように思 (おも)います。

	縦横比 (たてよこひ)等 (とう)統一 (とういつ)します
	〈図 (ず)の修正 (しゅうせい)〉 (）)
「地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)」図 (ず)の縦横比 (たてよこひ)を概要版 (がいようばん)と本編 (ほんぺん)で統一 (とういつ)します。




	番号 (ばんごう)
	御意見 (ごいけん)
	市 (し)の考え方 (かんがえかた)
	計画 (けいかく)の修正 (しゅうせい)

	1-4
	概要版 (がいようばん)P12　本編 (ほんぺん)P65　【 (（)災害 (さいがい)時 (じ)ケアプラン（個別 (こべつ)避難 (ひなん)計画 (けいかく)）】 (）)図表 (ずひょう)　判断 (はんだん)基準 (きじゅん)としての「水害 (すいがい)リスク」について
令和 (れいわ)5年 (ねん)8月 (がつ)の台風 (たいふう)第7号 (だい　ごう)や令和 (れいわ)6年 (ねん)能登 (のと)半島 (はんとう)地震 (じしん)の事例 (じれい)を参考 (さんこう)に、水害 (すいがい)のみでなく例えば (たと)土砂 (どしゃ)災害 (さいがい)特別 (とくべつ)警戒 (けいかい)区 (く)域 (いき)内 (ない)の (き)居住者 (ょじゅう)な (しゃ)どもハイリスク群 (ぐん)に含め (ふく)てはいかがでしょうか。
	対象者 (たいしょうしゃ)の考え方 (かんが　かた)としては、水害 (すいがい)の想定 (そうてい)だけでなく、土砂 (どしゃ)災害 (さいがい)警戒 (けいかい)・特別 (とくべつ)区 (く)域内 (いきない)の居住者 (きょじゅうしゃ)も対象 (たいしょう)と考えて (かんが　)いるため、ご指摘 (　　　してき)のとおり図表 (ずひょう)に土砂 (どしゃ)災害 (さいがい)の記述 (きじゅつ)を追記 (ついき)します。
	〈 (（)図 (ず)の修正 (しゅうせい)〉 (）)
「災害 (さいがい)時 (じ)ケアプラン（個別 (こべつ)避難 (ひなん)計画 (けいかく)）」図中 (ずちゅう)、「土砂 (どしゃ)災害 (さいがい)リスク」を追記 (ついき)します。

	1-5
	本編 (ほんぺん)　P68　（２）最後 (さいご)の段落 (だんらく)　
～施設 (しせつ)入所者数 (にゅうしょしゃすう)から6人 (にん)以上 (いじょう)削減 (さくげん)～の誤り (あやま)と思われます (おも)。

	人数 (にんずう)の「人 (にん)」が抜けて (ぬけ)いたため修正 (しゅうせい)します
	〈 (（)追記 (ついき)〉 (）)
「令和 (れいわ)4年度 (ねんど)末 (まつ)時点 (じてん)の施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)者数 (しゃすう)から６人 (　にん)以上 (いじょう)削減 (さくげん)することを目 (もく)
標 (ひょう)とします。」に修正 (しゅうせい)します。



	番号 (ばんごう)
	御意見 (ごいけん)
	市 (し)の考え方 (かんがえかた)
	計画 (けいかく)の修正 (しゅうせい)

	1-6
	P7７　（1 (１)）表中 (ひょうちゅう)　意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)（手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)・要約 (ようやく)筆 (ひっ)記者 (きしゃ)派遣 (はけん)）の見込み数 (みこ　　すう)
支援者 (しえんしゃ)の確保 (かくほ)に努める (つと)とのことで事業量 (じぎょうりょう)の不足 (ふそく)を認識 (にんしき)されていると思います (おも)が、目標値 (もくひょうち)を減少 (げんしょう)傾向 (けいこう)に設定 (せってい)しているのは何故 (なぜ)ですか？遠隔 (えんかく)通訳 (つうやく)やICT (ＩＣＴ)技術 (ぎじゅつ)の発達 (はったつ)により支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な場面 (ばめん)自体 (じたい)が減少 (げんしょう)する見込み (みこ)ということでしょうか。

	令和 (れいわ)5年度 (ねんど)の見込み (みこ)は令和 (れいわ)5年度 (ねんど)上 (かみ)半 (はん)期 (き)の実績 (じっせ)よ (き)り年間 (ねんか)の (ん)見込み (みこ)を (さ)算 (ん)出し (しゅつ)ております。近年 (きんね)、 (ん)派遣 (はけん)件数 (けんす)は (う)減少 (げんし)傾向 (ょうけ)で (いこ)し (う)たが、令和 (れいわ)5年 (ねん)5月 (がつ)の新型 (しんが)コ (た)ロナウイルス (か)感染症 (んせんしょう)の５類 (るい)移 (い)行後 (こうご)は、コロナ禍 (か)以前 (いぜん)のイベントや (しゅ)集会 (うかい)などが (さ)再 (い)開 (かい)され、外出 (がいし)の (ゅつ)機会 (きかい)が増え (ふ)、令和 (れいわ)５年度 (　ねんど)秋 (あき)以 (い)降 (こ)の (う)派遣 (はけん)件数 (けん)の (すう)増加 (ぞうか)が顕著 (けんち)に (ょ)現れて (あらわ)おります。よって、派遣 (はけん)件 (けん)数 (すう)の見込 (みこみ)値 (ち)を修正 (しゅうせ)し (い)、令和 (れいわ)６年 (　ねん)
から令和 (れいわ)８年 (ねん)度 (ど)の見込数 (みこみすう)を修正 (しゅう)し (せ)ま (い)す。また、講 (こう)演 (えん)会 (かい)等 (な)の (ど)事業 (じぎょ)に (う)手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)、 (よ)要約 (うやく)筆 (ひっ)記 (き)などの情報 (じょうほ)保障 (うほし)や (ょう)音声 (おんせい)文 (も)字 (じへ)変 (へん)換 (かん)アプリ、遠隔 (えんかく)手話 (しゅわ)通 (つう)訳 (やく)などのICT技術 (ぎじゅ)に (つ)よるコミュニケーション支援 (しえん)の活用 (かつよ)が (う)広 (ひろ)がっているとも考えて (かんが)おります。
	〈 (（)数値 (すうち)修正 (しゅうせい)〉 (）)
(1)表中 (ひょうちゅう)　意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)（手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)・要約 (ようやく)筆 (ひっ)記者 (きしゃ)派遣 (はけん)）の見込み数 (みこみすう)の修正 (しゅうせい)
令和 (れいわ)５年度 (　ねんど)見込数 (みこみすう)
２１９件 (　　けん)
令和 (れいわ)６年度 (ねんど)見込数 (みこみすう)
２４９件 (　　けん)
令和 (れいわ)７年度 (　ねんど)見込数 (みこみすう)
２４９件 (　　けん)
令和 (れいわ)８年度 (　ねんど)見込数 (みこみすう)
２４９件 (　　　けん)


	番号 (ばんごう)
	御意見 (ごいけん)
	市 (し)の考え方 (かんがえかた)
	計画 (けいかく)の修正 (しゅうせい)

	1-7
	P7７　（1）表中 (ひょうちゅう)　「手話 (しゅわ)奉仕員 (ほうしいん)養成 (ようせい)研修 (けんしゅう)修了者 (しゅうりょうしゃ)事業 (じぎょう)
手話 (しゅわ)奉仕員 (ほうしいん)養成 (ようせい)研修 (けんしゅう)事業 (じぎょう)修了者 (しゅうりょうしゃ)の誤り (あやま)と思われます (おも)。
	　事業名 (じぎょうめい)の表記 (ひょうき)誤り (あやま)のため修正 (しゅうせい)します。
	〈 (（)表記 (ひょうき)の修正 (しゅうせい)〉 (）)
事業名 (じぎょうめい)を「手話 (しゅわ)奉 (ほう)仕員 (しいん)養成 (ようせい)研修 (けんしゅう)事 (じ)業 (ぎょう)」に修正 (しゅうせ)し (い)ます。

	1-8
	災害 (さいがい)時 (じ)ケアプランについて
担い手 (にな　て)の「地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)」に地元 (じもと)企業 (きぎょう)等 (とう)を含めて (ふく)事業 (じぎょう)展開 (てんかい)を検討 (けんとう)いただきたいです。職住 (しょくじゅう)分離 (ぶんり)により日中 (にっちゅう)と休日 (きゅうじつ)夜間 (やかん)では地域 (ちいき)の構成員 (こうせいいん)も大きく (おお)変化 (へんか)するようになりました。いざというときのために、地元 (じもと)の企業 (きぎょう)の方々 (かたがた)にも地域 (ちいき)の一員 (いちいん)であるという認識 (にんしき)を抱いて (だ)いただけるような働きかけ (はたら)が必要 (ひつよう)ではないでしょうか。（すでにそのようになっているようであれば私 (わたし)の認識 (にんしき)不足 (ぶそく)で申し訳 (もう　わけ)ありません）
	本取組み (ほんとりく)において、支援者 (しえんしゃ)不足 (ぶそく)が課 (か)題 (だい)
となる中 (なか)、地元 (じもと)企業 (きぎょう)等 (とう)への (きょ)協力 (うりょく)の呼びかけ (よ)は大切 (たいせつ)であると考え (かんが)ます。
例えば (たと)、家族 (かぞく)や地域 (ちいき)の支援 (しえん)があっても避 (ひ)
難 (なん)することが困難 (こんなん)な方 (かた)の移送 (いそう)や避 (ひ)難先 (なんさき)の1 (ひと)つとなる福祉 (ふくし)避難所 (ひなんしょ)での見 (み)守り役 (まもやく)と
してサポーターを募集 (ぼし)す (ゅう)る予 (よ)定 (てい)であり、ま
ずは地域 (ちいき)住民 (じゅう)から (みん)はじめ、今後 (こんご)は地元 (じもと)企 (き)
業 (ぎょう)等 (とう)にも幅広く (はばひろ)周知 (しゅう)を (ち)行っ (おこ)て (なっ)いきたいと考えて (かんが)おります。ご意見 (　いけん)を参考 (さんこう)に計画 (けいかく)の災害 (さいが)時 (い)ケ (じ)アプラン（個 (こ)別 (べつ)避難 (ひなん)計画 (けいかく)）の説明 (せつめい)を修正 (しゅうせ)し (い)ます。
	〈 (（)追記 (ついき)〉 (）)
追記 (ついき)箇所 (かしょ)P65【 (（)災害 (さいがい)時 (じ)ケアプラン(個別 (こべつ)避難 (ひなん)計画 (けいかく))】 (）)の説明 (せつめい)文中 (ぶんちゅう)、9行目 (ぎょうめ)、「地域 (ちいき)や相談 (そうだん)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)等 (とう)と連携 (れんけい)し」に修正 (しゅうせい)します。

	番号 (ばんごう)
	御意見 (ごいけん)
	市 (し)の考え方 (かんがえかた)
	計画 (けいかく)の修正 (しゅうせい)

	2-1
	私 (わたし)は精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)1級 (きゅう)を持って (も)います。癲 (てん)癇 (かん)です。手帳 (てちょう)を持つ (も)前 (まえ)に仕事 (しごと)の面接 (めんせつ)を受けた (う)時癲 (ときてん)癇 (かん)だからという理由 (りゆう)で断られたり (ことわ)、発作 (ほっさ)になってやめさせられたりしました。今 (いま)は結婚 (けっこん)をしてるからいいですけど独身 (どくしん)で手帳 (てちょう)2,3級 (きゅう)の方 (かた)困ってる (こま)と思います (おも)。病気 (びょうき)だからというので雇わない (やと)のはどうかな？と思います (おも)。こっち側 (がわ)からしたら、凄く (すご)辛い (つら)し悲しい (かな)。発作 (ほっさ)になったら15分 (ふん)ぐらいシンドいけど元気 (げんき)なんです。分かって (わ)欲しい (ほ)です。病気 (びょうき)だからといって雇わない (やと)会社 (かいしゃ)が多すぎる (おお)。身体 (しんたい)の方 (かた)はあるのに精神 (せいしん)はダメってひどすぎです。
	障害者 (しょうがい)計画 (しゃ)で (けい)は (かく)、 (しょ)障害者 (うがいしゃ)手 (て)帳 (ちょ)の (う)有無 (うむ)によらず、身体 (しんたい)障害 (しょうがい)、知的 (ちてき)障害 (しょうが)、 (い)精 (せい)神 (しん)障害 (しょうがい)、発達 (はったつ)障害 (しょうがい)、高次 (こうじ)脳 (のう)機能 (きのう)障害 (しょうが)、 (い)難病 (なんびょ)、 (う)その他 (そ　た)の心身 (しんしん)の機能 (きのう)の障害 (しょうが)が (い)ある人 (ひと)など、日常 (にちじょう)生活 (せいか)や (つ)社会 (しゃかい)生活 (せいか)で (つ)支援 (しえん)を必 (ひつ)要 (よう)とする全て (すべ)の人 (ひと)が対 (たい)象 (しょ)で (う)、障害 (しょうが)や (い)障害 (しょうが)の (い)ある人 (ひと)の啓発 (けいはつ)・理解 (りかい)の取 (とり)組 (くみ)を進める (すす)こととしております。また、障害 (しょうが)の (い)ある人 (ひと)の就労 (しゅうろう)支 (し)援 (えん)の取 (とり)組 (くみ)は、就労 (しゅうろ)に (う)関わる (かか)関係 (かんけい)機関 (きかん)が情 (じょう)報 (ほう)提供 (ていきょ)や (う)きめ細か (こま)な相談 (そうだん)支援 (しえん)や企業 (きぎょ)を (う)対象 (たいしょ)に (う)セミナーを開催 (かい)し (さ)、 (い)啓 (けい)発 (はつ)の取 (とり)組 (くみ)の他 (ほか)、企業 (きぎょう)の受 (う)け入 (い)れ体制 (たいせ)へ (い)の必 (ひつ)要 (よう)なサポート等 (など)に取 (と)り組 (く)むこととしております。障害 (しょうが)の (い)ある人 (ひと)が能力 (のうりょ)を (く)発 (はっ)揮 (き)し生きがい (い)を感 (かん)じ働ける (はたら)環境 (かんきょう)整備 (せい)に (び)努 (つと)めます。
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